


I 

璃瑠浮形人の月四
—演出組形人・線味三・夫太一一

.,) 

（部の夜）

! 日"
（部の璽）・・ . 

*I 久お 一 妹 義 婿
松染 よ

新 谷 j 夜
脊
士

山

益悶彗 版 檄
の
狂 婦 銘 山

鍛 野歌 首熊
妹脊女 禰 松 -. 

崎祭寅谷軍
山山庭

作々
浦

物 鎌

冶 村文 ．％記 のの謂 腹億
舘姥

の のの ま
の

の
す

段 段段 ＊ 段段 段 段

前百 ー一 ＝ 
． 毎初 昭" 

等等 等 等 等 B B 和

ー!前 椅御

． ＋ 
般 子座 席 席 席＿ 登査 九
御 席席 部 ~!-年
南 用 冑 I 賣致 は

四料
面時二四

⑮ の⑮ 五

一＾ 
.,,, .... ・・十 月電；

三三 肩舌 四 i舌し 日
怠合~ 圏圏金

夜夜 五

七〇七居前 十四九•
五四一

八三 ... りよ 時時日日

八二 ． ます り + + 
演開ニ部 マ乞初日

番番 番
； 
錢 錢錢 、



松

浦

舘
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鶴

澤

寛
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豊

澤

仙

畿

竹

本

雛

太

夫

鶴

澤

綱

嗣

竹

本

糸 造

七
五
三
太
夫

梗

概

坂
田
蔵
人
時
行
は
遊
女
八
重
桐
に
馴
染
ん
で
勘
賞
さ
れ
、

父
の
敵
平
正
盛
を
討
う
と
放
浪
中
煙
直
・
賣
に
身
を
裳
し
、
大

納
言
兼
冬
の
舘
で
、
頼
光
と
婚
約
あ
る
澤
潟
姫
の
病
氣
慰
め

の
三
味
線
を
弾
い
て
ゐ
る
と
、
是
も
時
行
に
別
れ
て
流
浪
中

の
八
甫
桐
が
来
合
せ
、
廓
話
に
事
寄
せ
て
時
行
の
薄
情
を
罵

り
、
時
行
の
妹
糸
萩
が
小
夜
の
中
山
で
物
部
平
太
を
討
っ
た

事
を
語
り
ま
す
0

時
行
は
身
を
愧
じ
て
自
殺
し
其
魂
眺
が
八

重
桐
の
胎
内
に
入
っ
て
、
八
重
桐
が
勇
力
を
現
は
す
と
云
ふ

筋
で
す
°
因
に
支
那
思
想
で
云
ふ
山
姥
（
山
姑
）
と
は
山
中

に
住
む
鬼
女
の
類
で
、
丈
高
く
色
黒
く
赤
目
黄
髪
、
深
山
の

樹
木
の
間
に
鳥
の
巣
の
如
き
も
の
を
作
っ
て
住
み
、
夜
人
家

を
叩
い
て
物
を
求
め
、
或
は
老
娠
の
姿
を
し
て
猿
の
如
く
山

谷
を
飛
び
、
人
の
子
女
を
盗
む
な
ど
と
支
那
の
書
に
あ
り
ま

す
0

佛
数
で
山
姑
と
云
ふ
の
は
輪
廻
無
窮
の
体
の
謂
で
す
。

姻i

や

ま

う

は

山

姥松
浦

舘

の

段

＊
畳
の
部
（
十
四
日
よ
り
夜
の
部
）
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桐

竹

紋

十

郎

吉 吉

人

形

役

割

田

光
田

常

吉

田

亀

造 次 次

桐

竹

紋

太

郎

忠孝一本は我國道義の

精粋にして忠誠の士は

又必ず純情の孝子なり

戦 陣 訓

山
と
は
世
界
、
姑
と
は
凡
夫
の
意
で
即
ち
一
切
衆
生
輪
廻
止

む
事
な
く
生
死
に
沈
論
す
る
を
「
よ
し
足
引
の
山
姥
が
山
廻

り
す
」
と
偶
意
し
た
の
で
す
0

謡
曲
の
「
山
謳
」
是
等
の
意

を
体
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
此
の
浮
瑠
瑣
の
原
撼
と
な
っ

て
ゐ
ま
す
。
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こ
の
「
蒲
作
鎌
腹
」

11
寛
政
一
＿
一
年
九
月
大
阪
角
座
上
演
奈
河
七
五

―
-
＿
助
作
の
「
い
ろ
ば
偲
名
四
十
七
訓
，
一
の
六
つ
目
に
あ
た
り
欧
舞
伎

か
ら
浄
瑠
璃
に
轄
じ
た
も
の
で
あ
ti
ま
す
。
赤
穏
養
士
の
一
人
萱
野

和
助
に
絡
る
一
哀
話
で
あ
リ
ま
す
。

赤
穂
浪
士
の
一
人
菅
野
和
助
の
兄
領
作
は
、
強
慾
の
代
官

七
太
夫
と
約
し
て
、
弟
和
助
を
印
南
と
云
ふ
棄
家
の
養

f
に

し
よ
う
と
し
た
が
、
弟
は
大
望
の
あ
る
身
だ
と
承
知
し
な
か

っ
た
°
禰
作
は
詮
方
思
案
に
暮
れ
果
て
た
。
折
柄
七
太
夫
が

入
b
来
つ
て
約
束
な
れ
ば
と
和
助
を
連
れ
て
行
か
う
と
云
ふ

禰
作
は
事
を
わ
け
て
約
束
を
破
談
し
よ
う
と
種
々
翔
疎
し
た

が
、
七
太
夫
は
印
南
家
よ
り
百
両
の
周
旋
料
を
取
っ
て
居
る

の
で
承
引
せ
す
、
果
て
は
武
士
が
立
た
ぬ
切
腹
せ
ん
な
ど
と

無
理
を
言
び
掛
け
る
°
禰
作
は
元
来
正
直
者
、
弟
に
他
言
は

せ
ぬ
と
誓
ぴ
乍
ら
も
、
せ
め
て
之
を
言
ひ
立
て
れ
ば
七
太
夫

も
馳
き
容
れ
て
哭
れ
よ
う
と
浅
果
に
も
故
士
の
仇
吉
良
を
討

た
ん
と
す
る
赤
穂
浪
士
四
十
餘
人
の
其
の
一
人
に
弟
も
加
は

つ
て
居
る
の
で
、
養
子
緑
組
は
無
盆
な

b
と
、
つ
ひ
弟
の
大

L
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望
を
口
外
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
七
太
夫
は
尚
更
承
細
せ
ヤ

今
夕
暮
六
つ
の
鐘
ま
で
に
再
度
和
助
を
設
い
て
哭
れ
と
鯰
ヘ

つ
て
行
っ
た
引
違
に
和
助
が
鑓
へ
つ
て
来
た
。
禰
作
は
事
の

始
終
を
和
助
に
物
語
っ
た
。
鷲
い
た
和
助
が
、
一
大
事
姉
つ

た
七
太
夫
、
住
家
へ
謳
け
込
み
只
ー
打
ち
と
あ
せ
る
の
を
引

留
め
、
大
事
は
明
し
は
し
な
か
っ
た
。
た
ゞ
お
前
の
志
を
確

め
様
と
一
寸
言
っ
て
み
た
ゞ
け
だ
と
言
ぴ
紛
ら
か
し
た
。
折

柄
暮
六
つ
の
鐘
弟
は
暇
乞
し
て
出
猿
し
た
。
程
な
く
又
七
太

夫
禅
鉢
巻
の
扮
装
で
出
来
り
、
和
助
を
渡
せ
と
罵
る
禰
作
断

b
の
印
に
と
和
助
よ
り
預
っ
た
五
両
の
金
を
出
す
°
七
太
夫

は
怒
つ
て
先
瑚
聞
き
知
っ
た
大
望
を
訴
人
し
て
賞
金
に
あ
り

つ
か
う
と
駈
け
出
し
た
。
蒲
作
も
、
も
う
此
上
は
絶
休
絶
命

と
鐵
砲
を
取
り
出
し
て
、
駈
け
行
く
七
太
夫
を
只
一
褻
に
仕

留
め
、
己
れ
も
代
官
殺
し
た
上
は
生
き
て
は
居
ら
れ
ぬ
、
切

腹
し
よ
う
と
山
刀
を
抜
き
放
ち
腹
へ
嘗
て
た
が
百
姓
の
悲

L

さ
、
氣
後
れ
が
し
て
ど
う
も
刀
が
腹
に
立
た
ぬ
、
百
姓
に
似

合
ひ
の
草
刈
鎌
で
と
腹
へ
打
ち
込
み
切
腹
す
る
所
へ
女
房
お

か
ゃ
も
立
ち
戻
り
只
う
ろ
／
＼
°
弟
和
助
も
虫
が
知
ら
す
か

又
と
つ
て
返
し
、
此
の
有
様
を
共
に
悲
歎
に
く
れ
る
。
そ
の

時
、
一
人
の
虚
無
憎
が
入
り
来
っ
た
°
笠
を
脱
ぎ
捨
て
る
と

み
る
と
、
そ
れ
は
盟
主
大
屋
由
良
之
助
で
あ
っ
た
。
由
良
之

助
の
目
も
溢
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
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郎輔夫郎夫

元
兇
の
は
び
こ
る
世
に
も
色
は
菱
ら
ヤ
楼
花
、
咲
き
躍
れ

梗

概

古
く
幸
若
舞
曲
の
「
大
職
冠
」
な
承
げ
、
操
浄
瑠
璃
に
藤
原
鎌
足

さ
蘇
我
入
應
大
臣
の
こ
"
r
J
~
仕
組
ん
だ
し
の
に
正
篠
元
年
（
二
三
七

ー
）
竹
本
座
上
演
の
大
近
松
作
「
大
職
冠
」
、
寛
保
一
一
一
年
（
二
四

0
1―
―
)

四
月
竹
本
座
上
演
の
竹
出
出
雲
作
「
入
嵐
大
臣
皇
都
評
」
が
あ
リ
、

こ
れ
に
暗
示
を
受
け
て
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
「
妹
脊
山
婦
女
庭
訓
」

全
五
段
で
、
作
者
は
近
松
牛
二
｀
松
田
ば
く
、
榮
善
平
、
近
松
東
南

に
後
見
さ
し
て
三
好
松
洛
．
か
名
な
列
れ
、
明
和
八
年
（
二
四
三
ー
）

正
月
、
竹
本
座
に
上
演
さ
れ
た
。
結
構
は
雄
大
、
趣
向
ば
奇
妙
、
正

に
王
朝
物
の
代
表
作
で
、
大
和
方
面
に
古
来
有
名
な
説
話
博
説
を
活

用
し
巧
妙
複
雑
な
技
巧
の
極
致
を
見
せ
て
ゐ
ろ
0

殊
に
全
五
段
の
中

で

11
こ
の
一
ー
一
段
目
切
山
の
段
が
舞
台
技
巧
の
頂
点
を
示
す
し
の
さ

し
て
名
高
く
、
こ
の
道
行
は
そ
の
第
四
段
目
に
嘗
り
、
鰭
七
上
使
、

娯
戻
り
、
金
殿
へ
さ
讀
い
て
行
く
。 妹脊

山山

のの

蜘

脊

血

崎

女

庭

卿

段段



た
禰
生
の
頃
、
久
我
之
助
は
父
の
勘
氣
を
受
け
て
領
内
紀

伊
の
脊
山
に
籠
居
し
、
法
華
経
を
讀
誦
し
て
心
を
澄
ま
し

て
ゐ
る
0

又
雛
鳥
は
清
舟
を
慕
ひ
、
病
と
稲
し
て
領
内
大

和
の
妹
山
に
養
生
し
、
侍
女
と
共
に
雛
祭
り
を
し
て
氣
を

晴
ら
し
て
ゐ
る
。
こ
の
両
家
の
山
荘
は
吉
野
川
を
隔
て
4

相
封
し
て
ゐ
る
。

雛
鳥
の
待
女
小
菊
、
桔
栖
等
は
雛
鳥
の
心
を
知
つ
て
之

を
慰
め
、
雛
鳥
の
懸
文
に
石
を
括
り
附
け
、
酎
岸
ま
で
届

け
か
し
と
念
じ
て
之
を
投
げ
た
。
其
の
文
は
石
と
共
に
川

中
に
落
ち
た
が
、
瀧
つ
瀬
に
轄
が
り
押
上
げ
ら
れ
突
き
流

さ
れ
て
行
く
0

久
我
之
助
は
之
を
眺
め
、
愛
人
か
ら
の
懸

文
と
は
氣
も
付
か
す
「
石
が
水
に
沈
ま
ぬ
も
世
の
逆
さ
ま

事
の
習
ひ
か
、
さ
る
に
て
も
父
の
底
意
は
い
か
に
」
と
、

之
を
占
ふ
為
め
に
柏
の
葉
を
川
に
投
げ
た
。
之
を
見
た
雛

鳥
は
鉗
岸
に
駈
出
で
「
ナ
ウ
久
我
様
か
懐
し
ゃ
」
と
墜
を

掛
け
た
°
久
我
之
助
も
「
オ
ウ
雛
鳥
無
事
で
」
と
互
ひ
に

顔
を
見
合
せ
、
橋
渡
し
な
き
水
の
流
れ
を
恨
ん
で
遣
る
瀬

な
い
懸
に
胸
を
焦
す
。

こ
の
時
大
判
事
と
定
高
と
は
入
鹿
に
命
ぜ
ら
れ
た
難
題
に

張
裂
け
ん
ば
か
り
の
憂
愁
を
胸
に
秘
め
て
、
そ
れ
卜
＼
の
山

荘
に
入
り
来

b
、
思
ひ

J
＼
に
入
鹿
の
命
を
語
っ
て
愛
子
の

心
を
試
す
°
然
る
に
久
我
之
助
は
人
臣
の
道
を
重
ん
じ
、
雛

烏
は
貞
婦
の
道
を
守
つ
て
共
に
死
を
決
す
。
是
に
於
て
両
家

の
親
は
愛
子
を
殺
し
て
も
、
せ
め
て
は
其
の
愛
人
を
助
け
た

く
、
互
ひ
に
言
合
せ
た
様
に
櫻
花
の
枝
を
川
に
流
し
て
我
が

子
の
無
事
を
知
ら
せ
て
安
心
さ
せ
る
。

然
も
定
高
は
意
を
決
し
、
愛
人
の
為
め
に
喜
ん
で
命
を
捧

げ
る
愛
子
の
成
佛
を
祈
り
、
血
の
涙
に
く
れ
て
雛
鳥
の
首
を

創
ね
る
。
又
、
久
我
之
助
は
采
女
の
所
在
を
父
に
告
げ
て
、

刀
を
腹
に
突
立
て
る
。
相
愛
の
両
人
の
親
は
無
最
の
感
慨
に

打
た
れ
、
直
ち
に
両
家
和
睦
し
て
共
に
死
わ
る
各
々
の
愛
子

の
為
め
に
婚
姻
を
結
ぶ
事
と
な
り
、
定
高
か
ら
雛
鳥
の
嫁
入

と
し
て
、
其
の
首
と
共
に
雛
道
具
や
調
度
も
吉
野
川
に
浮
ベ

て
附
り
来
る
。
大
判
事
は
泣
5
て
之
を
受
取
り
、
久
我
之
助

に
雛
鳥
の
首
と
未
来
の
契
り
を
結
ば
せ
て
介
錯
し
、
や
が
て

入
鹿
誅
伐
の
営
廊
の
義
軍
に
投
ヤ
る
。
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賓
歴
元
年
十
一
-
月

-
B
（
二
四
一
ー
）
よ
り
畏
竹
座
に
上
演
さ
れ

t°
浅
田
一
鳥
、
浪
岡
鯨
兒
、
前
木
正
三
畜
雄
波
―
―
一
蔵
、
豊
竹
甚
六
、

故
人
並
木
宗
輔
さ
作
者
名
な
並
べ
て
ゐ
る
0

(=l;il
木
宗
輔
は
賓
歴
元

年
九
月
―
―
一
段
目
ま
で
を
作
っ
て
歿

L
た
さ
云
ば
れ
て
ゐ
る
。
）
全
五

段
か
ら
な
り
、
こ
の
段
は
そ
の
第
一
一
一
段
目
に
営
つ
て
ゐ
る
。

妥
は
揖
州
生
田
の
森
な
る
熊
谷
次
郎
直
賓
が
陣
屋
で
、
木

戸
の
外
に
は
、
花
も
盛
り
の
櫻
木
に
近
く
、
一
枝
を
伐
ら
ば

一
指
を
切
る
べ
し
、
の
制
札
が
立
っ
て
居
る
。

落
人
と
成
っ
た
平
経
盛
が
室
籐
の
局
は
暫
時
の
隠
家
を
頼

み
に
妥
へ
来
て
、
躙
ら
ヤ
も
熊
谷
が
妻
相
模
に
會
ひ
、
我
子

敦
盛
の
敵
討
に
助
太
刀
を
頼
ん
だ
り
す
る
。
籐
の
局
を
兎
も

し・
_,,, -~ 
の

谷E

撒t
熊

谷

物

語

の

段

首

賓

検

の

段

軍t

記き

一



石

屋

禰

陀

六

梶

原

平

次

景

高

源 堤 藤 妻

の
義

経

軍

次
相

模

熊

谷

次

郎

直

局 宵

吉 吉 吉 吉 吉

人

形

役

割

田

玉

田

多
田

榮

桐

竹

紋

桐

竹

紋 田

光

田

玉

市 郎 郎 昇 司 造 助

角
も
奥
へ
忍
ば
せ
た
相
模
が
、
我
子
小
次
郎
初
陣
の
様
子
や

如
何
と
案
じ
て
居
る
虞
へ
、
直
賓
が
思
案
の
個
で
立
饉
り
、

相
模
を
見
る
と
不
興
顔
、
堅
く
言
置
い
た
詞
に
背
き
、
女
の

身
で
陣
中
へ
来
た
不
届
を
叱
b
つ
け
る
°
相
模
が
、
小
次
郎

の
初
陣
に
心
引
か
れ
て
、
つ
い
百
里
近
く
の
道
を
来
て
了
つ

た
と
詑
び
、
合
戦
の
模
様
を
芯
ね
る
の
に
、
直
宜
は
、
小
次

郎
の
比
類
無
き
働
き
か
ら
、
ま
た
自
分
が
敦
盛
の
首
級
を
あ

げ
た
功
名
を
語
る
。
そ
れ
を
物
蔭
で
聞
い
た
藤
の
局
、
我
子

の
敵
と
不
意
に
切
掛
け
る
を
熊
谷
は
何
奴
と
引
据
へ
た
が
、

藤
の
お
局
と
聞
い
て
惰
り
上
座
に
直
し
て
畏
ま
る
。
と
云
ふ

の
が
、
平
家
世
盛
り
の
頃
、
相
模
は
籐
の
お
局
に
仕
へ
た
者
、

一
卜
年
日
の
以
前
、
勤
番
の
武
士
佐
竹
次
郎
と
馴
染
め
、
御
所

を
抜
出
で
東
へ
下
っ
た
が
、
共
の
佐
竹
次
郎
こ
そ
今
の
熊
谷

次
郎
直
宜
で
あ
っ
た
。

改
め
て
熊
谷
は
、
須
靡
の
洞
曲
に
是
非
な
く
敦
盛
を
討
つ

た
次
第
を
物
語
る
。

今
は
藤
の
局
も
、
戦
場
の
常
と
詮
方
な
く
諦
め
、
せ
め
て

は
回
向
の
為
と
、
一
間
に
飾
っ
た
我
子
の
鎧
の
前
に
、
遣
品



な
る
青
葉
の
笛
を
吹
い
て
手
向
け
る
と
、
障
子
に
人
影
畜

我
子
の
姿
よ
と
駈
寄
る
を
相
模
が
止
め
る
。

纏
て
面
賓
は
敦
盛
の
首
桶
抱
え
て
、
賓
桧
に
供
へ
様
と

立
つ
折
柄
、
源
義
経
が
現
は
れ
て
其
首
級
を
宜
桧
し
、
制

札
の
意
を
察
し
て
よ
く
討
っ
た
と
褒
め
る
。

熊
谷
が
出
陣
の
支
度
に
奥
へ
入
っ
た
跡
、
前
に
石
屋
の

彊
陀
六
引
立
て
4

詮
議
に
来
て
居
た
梶
原
景
高
、
二
心
あ

る
義
経
、
熊
谷
を
鎌
倉
殿
へ
注
進
と
、
呼
ば
は

b
乍
ら
駈

出
し
た
が
、
彊
陀
六
が
石
繋
の
手
裏
剣
に
打
た
れ
て
息
絶

へ
る
。
邪
魔
に
な
る
木
葉
、
拾
つ
て
上
げ
ま
し
た
と
、
蒲
陀
六

が
其
の
儘
行
過
ぎ
様
と
す
る
を
、
呼
止
め
た
義
経
が
、
禰

平
兵
衛
宗
清
と
看
破
る
の
で
、
其
の
眼
力
に
驚
い
た
禰
陀

六
、
平
治
の
園
の
折
、
池
殿
と
云
合
せ
て
頼
朝
、
義
経
を

助
け
ヤ
ば
、
平
家
は
今
に
榮
え
ん
も
の
と
悲
憤
の
涙
に
暮

れ
る
。
『

出
陣
の
時
瑚
移
る
と
、
義
経
が
奥
へ
墜
を
掛
け
れ
ば
、

直
宜
が
甲
冑
姿
で
現
は
れ
る
。
義
経
は
一
間
か
ら
鎧
櫃
を

取
出
さ
せ
、
其
方
が
大
切
に
育
て
る
娘
に
届
け
て
哭
れ
と
渡

す
を
、
内
あ
ら
た
め
た
蕩
陀
六
は
、
敦
盛
が
入
っ
て
居
る
の

で
惰

b
す
る
0

相
模
は
、
我
子
小
次
郎
が
敦
盛
の
身
代

b
に

死
ん
だ
を
始
め
て
知
つ
て
悲
歎
す
る
。
義
経
は
其
の
切
な
る

心
を
察
し
、
敦
盛
な
ら
ぬ
小
次
郎
の
首
級
に
名
残
b
を
惜
ま

せ
る
。
纏
て
義
経
が
、
西
闊
出
陣
の
時
至
れ
り
、
用
意
如
何
に
と

熊
谷
を
動
ま
す
に
、
直
賓
が
甲
冑
を
脱
げ
ば
緊
染
の
衣
、
頭

も
青
い
今
逍
心
の
姿
で
、
改
め
て
永
の
暇
を
願
ふ
か
ら
、
義

網
も
無
理
な
ら
わ
望
み
を
許
し
、
我
が
父
母
の
回
向
を
も
頼

む
。直
賞
は
驚
き
悲
し
む
相
模
を
制
し
て
、
向
ふ
は
西
方
彊
陀

の
國
、
黒
谷
の
上
人
を
師
と
頼
み
、
名
も
蓮
生
と
改
め
て
一

笠
一
杖
の
僧
と
な
ら
む
。
と
心
の
中
を
語
り
、
士
従
、
親
近
、

敵
味
方
共
に
名
残
を
惜
ん
だ
が
、
直
賞
は
一
人
別
れ
、
一
念

禰
陀
佛
即
滅
無
量
罪
、
十
六
年
は
一
昔
、
あ
4
夢
で
あ
っ
た

な
ア
、
と
匠
ろ
り
と
な
っ
た
氣
を
取

b
直
す
と
黒
谷
さ
し
て

別
れ
て
行
く
の
で
し
た
。
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野

崎

村

の ぇ~.!E華丑
段

ッ

レ

鶴

澤

重

切

鶴

澤

清

豊

竹

古

靱

太

夫

豊

澤

廣
§
 

造 六 助

中

竹

本

重

太

夫

「
新
版
歌
祭
文
」
は
安
永
九
年
九
月
二
十
八
B
初
日
で
大
阪
竹
本
座

の
勾
欄
に
掛
け
た
浮
瑠
璃
で
作
者
は
近
松
半
二
で
す
0

上
・
中
・
下

の
巻
に
別
れ
、
此
度
の
「
野
崎
」
は
其
中
の
巻
に
嘗
つ
て
居
り
ま
す

梗

搬

油
屋
の
下
人
小
助
が
鳥
居
前
の
法
印
と
牒
合
せ
油
屋
の
娘

の
染
に
患
慕
す
る
山
家
屋
佐
四
郎
か
ら
金
を
捲
き
上
げ
、
又

無
頼
漢
の
勘
六
や
鈴
木
禰
忠
太
と
共
謀
に
な
っ
て
久
松
が
得

意
先
か
ら
集
め
て
来
た
金
を
す

b
替
る
件
で
す
。
次
が
「
野

崎
」
で
下
の
巻
は
長
町
の
段
と
油
屋
の
段
に
分
れ
、
長
町
で

は
久
松
の
昔
乳
母
お
庄
が
鈴
木
蕩
忠
太
が
山
家
屋
へ
入
質
し

た
ら
し
い
賓
刀
を
取

b
戻
す
為
、
蒲
忠
太
に
掛
合
ふ
が
刀
は

手
に
入
ら
中
、
却
つ
て
久
松
か
ら
預
か
っ
た
お
染
と
の
起
請

を
拾
は
れ
ま
す
。
油
屋
に
な
つ
て
、
山
家
屋
佐
四
郎
は
お
染

を
嫁
に
渡
す
か
、
結
納
金
と
貸
金
を
返
す
か
と
談
じ
込
み
ま

す
。
又
、
小
助
は
油
絞
b
勘
六
と
共
謀
に
な
っ
て
、
悪
企
み

を
し
ま
す
が
、
然
う
斯
う
す
る
内
、
勘
六
は
腕
の
入
墨
か
ら

お
庄
の
賓
子
と
分
り
、
禰
忠
太
か
ら
吉
光
の
賓
JJ
を
取
り
戻

す
が
、
そ
の
効
も
な
く
お
染
久
松
は
心
中
す
る
の
で
す
。

知

g

新

版

歌

祭

文

野

崎

村

の

段



駕 船 母 下 娘 久 親 丁 下 娘

頭 親 女 作 稚 男

か 人
竹 お お お 女 久 久 小 お

よ
形

き 松 勝 し 染 房 作 松 助 光

役

大 吉 吉 吉 桐 桐 吉 桐 吉 吉 割

田 田 田 竹 竹 田 竹 田 田

ぜ 兵 小 玉 亀 紋 榮 紋 玉 文

兵 太 五
／ 

Vヽ 次 吉 男 松 郎 ＂ 一 司 徳 郎

i 、



ツ

レ

豊豊

竹竹

松

島

太

夫

司

太

夫

（
臼
研
？
”
迂
緑

勅

使

遺

成

竹

本

叶

太

夫

小
鍛
冶
宗
近

竹

本

源

太

夫

能
に
あ
ろ
「
小
鍛
冶
」
な
も
さ
に

L
て
な
っ
た
し
の
で
、
鶴
澤
道

八
が
作
曲
し
、
山
村
若
子
が
振
附
に
富
つ
た
新
作
浮
瑠
璃
°
刀
鍛
冶

三
條
小
鍛
冶
宗
近
が
勅
命
で
御
鱈
を
打
つ
事
に
な
っ
た
が
、
勝
れ
た

相
鎚
が
無
い
偽
め
氏
輝
の
稲
荷
明
膊
に
祈
願
な
か
け
ろ
さ
、
氏
胴
の

稲
荷
明
前
の
御
聘
饉
が
現
ば
れ
て
宗
近
を
助
け
、
相
鎚
に
立
つ
て
小

狐
丸
の
名
紐
な
鍛
へ
上
げ
、
勅
使
槽
遺
成
に
寧
る
さ
云
ふ
筋
で
あ

こ
れ
は
三
條
の
小
鍛
冶
宗
近
に
て
僕
、
さ
て
し
此
度
大
君
よ
り
御

鑓
な
打
ち
て
奉
れ
て
、
か
し
こ
さ
宜
旨
な
畢
り
つ
ヽ
．
か
、
る
大
事

な
す
べ
け
れ
。
口
憎
L

く
も
そ
れ
~
-
~
Jの
者
無
L

さ
答
へ
ま
つ
ら
ん

に
は
勅
誼
を
背
く
の
お
そ
れ
、
い
か
に
＜
む
、
f

此
の
上
は
た
ゞ
、
紳
．

な
さ
ら
ん
に
は
、
我
に
劣
ら
ぬ
相
鑓
の
者
あ
り
て
こ
そ
鐸
鱈

t
成
就

（

床

＊

）

ろ。

老
翁
賓

It

（

竹

本

相

生

太

夫

稲

荷

明

紳

豊

竹

呂

太

夫

小こ
木
村
富
子
作
•
山
村
若
干
写
ウ

4

鶴
澤
道
八
作
曲
・
大
塚
克
＿
＿
＿
穀
量

鑽

,~;

~i 

冶:

9|~ 



勅

使

道

成

小

鍛

冶

宗

近

老

翁賞

は

稲

荷

明

祠

桐

竹

正

吉 吉

人

形

役

割

田

榮

，田

光

豊

澤

仙

爾 郎 造

鶴

澤

叶

太

郎

松

..-.... ,--.、

豊鶴 c 豊鶴

澤澤

新友

郎訟

澤澤

新友

郎松

,--~ ←=、
野野

澤澤

吉松

三之

郎輔

.r-、
鶴野

澤澤

友吉

衛五

門郎

佛
の
お
ん
功
力
，
頼
む
心
に
相
鎚
な
、
求
め
ん
よ
り
他
ば
無
L
°
南

無
や
氏
前
、
栢
荷
明
滸
わ
が
身
命
に
替
ゆ
る
さ

i
あ
ば
れ
最
勝
の
御

鰊
を
打
出
だ
さ
く
て
給
れ
さ
仰
ぐ
御
山
の
初
紅
葉
、
赤
さ
心
に
吹
さ

通
ふ
｀
下
向
の
道
の
夕
嵐
。
ゆ
く
て
の
方
に
老
翁
の
、
い
さ
も
氣
高

さ
姿
に
て
、
恕
然
さ
し
て
現
ば
れ
給
ひ
、
な
う
l
＼
あ
れ
な
る

11、

三
條
の
小
鍛
冶
宗
近
に
て
御
入
り
候
か
不
思
議
ゃ
な
，
な
ぺ
て
な
ら

ざ
る
御
事
の
、
我
が
名
を
指
し
て
宜
ふ
は
、
如
何
な
る
人
に
て
ま
し

ま
す
ぞ
さ
、
雲
の
上
よ
り
御
紐
を
打
て
さ
の
仰
く
あ
り
し
よ
な
う
、

さ
れ
ば
こ
そ
、
今
う
け
た
ま
は
ろ
勅
命
た
早
く
し
し
ろ
し
召
さ
れ
る

事
遼
す

k
＼
も
不
審
な
れ
。
お
ろ
か
や
宗
近
。
げ
に
我
の
み
さ
知
る

こ
さ
の
い
つ
し
か
他
所
に
か
く
れ
な
さ
、
雲
井
に
耀
ふ
御
紐
の
、
光

ば
な
↓
Jヽ

か
暗
か
ら
ん
°
そ

t
l＼
鐸
の
始
ま
り
は
、
唐
士
に
て

11
千

聘
莫
耶
，
我
朝
に
て
は
十
握
の
御
鑓
の
故
事
た
、
申
す
し
か
L
・
一
さ

尊
に
は
、
東
夷
を
討
た

P
た
ま
ふ
さ
て
、
闘
の
東
に
は
る
ば
る
さ
、

御
下
向
の
道
す
が
ら
、
駿
河
の
國
の
夷~
,
Jも、
御
狩
の
御
遊
に
こ
さ

．
 

ょ
く
て
限
り
知
ら
れ
ぬ
査
原
一
尊
な
誘
ひ
申

l
け
る
。
紅
葉
に
晩
さ

紳
無
月
、
千
草
百
草
冬
枯
れ
て
、
雪
か
さ
ま
．
か
ふ
穂
モ
の
、
靡
く
風

情
を
愛
で
給
ふ
°
折
か
ら
富
士
の
山
お
ろ
し
に
、
つ
れ
て
高
嗚
ろ
攻



宗
近
綾
束
吹
め
て
、
設
け
の
壇
に
上
り
つ
ヽ
、
幣
吊
を
捧
げ
醸
拝
氏
莉
明
紳
に
な
ぞ
ら
（
て
、
小
狐
丸
さ
名
づ
く
ぺ
L
0
か
｀
る
め
で

な
し
。
今
大
君
の
御
詔
、
御
選
み
に
あ
づ
か
る
こ
さ
、
こ
れ
私
の
功
た
さ
業
物
た
、
我
が
敷
島
の
精
紳
さ
な
L
‘
屑
壽
を
治
め
た
ま
は
ん

名
な
ら
す
，
ひ
さ
へ
に
氏
胴
稲
荷
の
騎
，
讀
護
の
鶴
に
よ
っ
て
な
り
｀
に
ば
、
高
麗
も
ろ
こ
し
の
民
草
も
御
稜
威
の
も
さ
に
う
ち
靡
さ
、
五

さ
あ
ら
ば
十
萬
恒
沙
の
諸
佛
紳
、
骨
醸
の
丹
誠
を
納
受
あ
っ
て
、
只
穀
成
就
や
君
萬
歳
さ
、
欝
ふ
ろ
鍛
冶
の
道
ひ
ら
く
。
な
ほ
行
末
た
守

今
の
宗
近
に
力
な
あ
は
P
て
た
び

t
ま
へ
、
謹
上
再
拝
ー
＼
、
一
心
る
べ
し
。
こ
れ
ま
で
な
り
さ
い
ひ
捨
て
｀
‘
叉
む
ら
雲
に
さ
ぴ
う
つ

不
風
に
祈
願
の
折
か
ら
、
虚
空
は
る
か
に
甍
あ
っ
て
、
い
か
に
宗
近
り
稲
荷
の
峰
に
ぞ
靡
り
け
る
。

冑
舞
な
｀
打
つ
ぺ
さ
時
は
只
今
な
る
ぞ
0
籟
め
や
籟
め
唯
頼
め
さ
，

載
、
あ
な
ゃ
'
r
J
.
~

る
ま
に
四
方
よ
り
夷
が
放
つ
炎
の
勢
ひ
、
尊
な
か

こ
み
て
凄
じ
く
、
い
さ
も
危
さ
御
有
様
．
其
の
時
、
尊
は
御
鰊
を
抜

さ
｀
直
に
火
焙
も
立
ち
退
け
さ
あ
た
り
の
草
な
薙
ざ
た
ま
（
ば
、
紐

の
精
璽
嵐
さ
成
つ
て
敵
の
方
（
さ
吹
さ
返
す
、
猛
火
は
天
地
に
瀦
ち

l
＼
て
、
さ
し
も
敷
萬
の
夷
共
、
朝
B
に
霜
さ
消
え
て
け
リ
、
か
の

草
燿
の
御
舞
に
、
劣
ら
ね
ば
か
り
瑞
相
な
、
家
に
停
ふ
る
宗
近
よ
、

キ

7ヽ
l
＼
饉
り
て
壇
な
飾
り
、
我
を
待
ち
な
ば
其
の
時
に
通
力
に
て

身
を
髪
じ
｀
力
な
添
で
ん
さ
夕
雲
の
、
行
方
も
知
ら
す
失
亡
に
け
り
。

あ
ら
有
難
や
尊
ゃ
な
、
こ
れ
ぞ
ひ
さ
＾
に
氏
紳
の
羅
護
の
功
力
さ
宗

近
が
、
心
勇
み
て
立
ち
靡
る
。

t
妙
な
る
紳
賓
°
天
の
叢
雲
か
~
る
さ
t
‘
む
ら
l

＼
雲
の
み
だ
れ

燒
さ
．
匂
ふ
ば
か
り
の
金
色
は
、
霜
夜
の
月
に
照
り
そ
ひ
て
、
い
さ

潔
く
見
え
に
け
る
。
勅
命
の
御
飢
只
今
出
来
仕
る
。
さ
恭
し
く
捧
ぐ

れ
ば
、
道
成
欣
然
さ
領
承
あ
り
。
ほ
｀
ぅ
、
い
L
く
し
打
ち
奉
つ
た

ろ
し
の
よ
の
、
天
下
第
ー
ニ
つ
の
銘
0
あ
ら
心
鱚
よ
や
此
の
御
紐
、

壇
上
に
現
ば
れ
三
邦
の
、
膝
た
屈
L
ズ
直
り
け
る
。
秋
ふ
け
て
夜
寒

の
衣
う
つ
し
に
も
、
露
か

l
ぐ
れ
か
も
み

r葉
の
、
さ
か
る
｀
色

.,J

我
が
心
，
打
て
や

l
＼
さ
鐵
さ
り
の
べ
、
数
へ
の
鎚
を
は
つ
た
さ
打

て
ば
、
ち
ゃ
う
さ
相
鎚
｀
ち
ゃ
ぅ

l
¥
l
¥
、
打
ち
か
さ
れ
た
ろ
鎚

の
音
は
、
天
地
に
響
さ
て
慰
.
.
J
O陰
腸
和
合
た
ち
·
~
Jころ
に
，
打
ち

奉
る
御
鋼
の
；
表
に
は
小
鍛
冶
宗
近
、
裏
に
は

l
ろ
く
小
狐
7
J

打
つ

ーそぷ
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